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第３回ワークショップ

平成31年３月20日開催

【第３回プログラム】

１ 開 会

２ 話題提供：「自分ごとのまちづくりの進め方」

五十嵐智嘉子 氏（札幌市、HIT）

３ ワークショップ：10年後の鷹栖町

～目指す姿のキャッチフレーズを考える～

まず初めに、いつも「つくる会」のコーディネーターを務

めていただく五十嵐智嘉子さんから、「自分ごとのまちづ

くりの進め方」と題して話題提供をいただきました。北海

道を代表するシンクタンク研究者として道内のまちづく

りに関わったご経験、そして「内閣府まち・ひと・しごと

創生本部事務局」への出向経験があるお立場から、国の動

き、先進的な取組事例などをご紹介いただきました。

話題提供 「自分ごとのまちづくりの進め方」～具体的な事例など～

・最終回となる第３回「鷹栖町の未来をつくる会」は、「10年後の鷹栖町 ～目指す姿のキャッチフ
レーズを考える～」をテーマに、「理想のまちの姿」を思い描きながら参加者全員で鷹栖町のキャ
ッチフレーズを考えました。

住民の皆さんと一緒に次期総合振興計画の重点となる課題や施策を考えます。
「自分のまちのことは、自分たちで決めよう！」を合言葉に、３回にわたりワーク
ショップ形式で意見交換を行いました。

「鷹栖町の未来をつくる会」
とは？

一般社団法人北海道

総合研究調査会

理事長

五十嵐 智嘉子さん

●総合計画と地方創生総合戦略

・「総合計画」は自治体の条例に定められている計画。

・「総合戦略」は人口減少社会にどう対応するかを自治

体ごとに戦略を立てるもので、策定は努力義務。

・「総合計画」は行政が主導してまちづくりを進める基

盤の計画。

・「総合戦略」は目標を定めて戦略を練る「プロジェク

ト。住民や民間企業が連携して「事業」として課題

を解決することも含まれる。

●第 2期「地方創生総合戦略」

・総合戦略がスタートして 5 年がたち「第 1期」の

検証がスタートした。次年度から「第 2期」の戦略

を立てる。

・課題は 2つある。１つは東京圏への過度な人口集中。

行き過ぎた一極集中にどう対応するか。

・もう一つは出生数の減少。「少子化」は個人・企業・

家族・地域・行政すべての問題。このまちで子ども

を産み育てる施策についてみんなで考える。

●全世代対応型「生涯活躍のまち」

・「生涯活躍のまち」の先行事例をみると、若い世代が住みやすいまち、障がいのある人や子育

てママ・高齢者にも役割と居場所があるまち、コミュニティの価値が人を集める、というこ

とがわかってきた。

・岡山県奈義町の事例を紹介する。

・子育て中のママたちの「ちょっとの時間に仕事をしたい」というニーズと、企業の「ちょっ

と手伝ってほしい」をマッチングするプロジェクトで「しごとコンビニ」という名称。

・「ちょいワルじいさん」プロジェクトは、「デイサービスに行きたがらない中高年男性」が当

事者として、自分たちが行きたい・やりたいプログラムを企画・実施するもの。

・こうした「自分ごと」の取組がいきなり始まったのではなく、徹底した子育て支援の取組、

無医村の危機を乗り越えた地域医療を守る取組など、過去の真剣なまちづくりの取組が実を

結んだものである。

・制度の隙間にいる人のニーズを聞き取って、さまざまなプロジェクトができた。この考え方

は、鷹栖町のこれからのまちづくりに大変参考になる。



町民ワークショップ 「10年後の鷹栖町」

【グループワークの進め方】

●グループワーク 1：キーワード

を集めよう

・これまでの住民ワークショッ

プなどで話し合われた内容か

ら、10年後の鷹栖町に「絶対外

せないキーワード」を抽出

●グループワーク２：キャッチフ

レーズを考えよう

・「グループワーク１」で抽出さ

れたキーワードをもとに、「10

年後の鷹栖町」をイメージした

キャッチフレーズを検討

●キャッチフレーズのグループ発

表

目指す姿の
キャッチフレーズを考える

最初のグループワークでは、「鷹栖町の将来を考えたときに、絶対にはずせないキーワード」を各自 3つまで

出し合い、グループごとに検討して発表しました。

わずか3回のワークショップでしたが、住民のみなさんの熱意・やる気・鷹栖への想いがあふれる機会となり

ました。平成 31年度は、今年度の成果をもとに「第8次総合振興計画」を策定します。

これからも皆さんと一緒に「自分ごと」のまちづくりに取り組んでいくために、まだまだ町民の皆さんのお力が

必要です。参加していただいた皆さん、ありがとうございました！

■ 毎日帰りたい いつか帰りたい My Home Town あったかす
■ わくわくを自給できるまちづくり （おすそわけ）
■ ルーバンあったかす
■ こんなところにあったか すごいマチ
■ もれなく幸せ あったかす
■ たかすびと 総活躍！
■ たかすびと プライド
■ おかえりなさい あっ！と home みんなで創る 米 たかす

●「10年後の鷹栖町」をイメージしたキャッチフレーズ●

★キーワードの例★ ・創造する（不足！）
・住民とのつながり ・魅力（掘り下げよう、掘り起こそう）
・自然→産業 ・元気（健康・快適）
・あったかす（住民性）の進化 ・助け合い（参加、住民力）
・しごと（高齢になっても、全世代） ・生きいき、わくわく
・笑いのあるまち ・イケてるたかす
・多世代活躍 ・子ども（たかすに戻る）
・産業を豊かに ・風景
・未開の資源（ヒト・モノ）の発見・活用 ・オープンマインド
・もれなく幸せ ・よいところの持続「よりあったかす」
・「あったかす」を残せる 10年 ・農業→稼ぐ、安全な食、

キーワードがそろったところで、グループワークその２「キャッチフレーズ」

の検討に入りました。

参加者全員が「10年度、私たちの鷹栖をどんなまちにしたい？」と「自分ご

と」として考えました。

グループから発表されたキャッチフレーズを紹介します。


